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　ヒオウギは、 鮮やかな色を持つ二枚

貝です。 その黄、橙、紅、褐、紫といっ

た色彩は、 貝殻蒐
コ レ ク タ ー

集家だけでなく万人

をも魅了するものでしょう。

　ヒオウギは “南のホタテ” と呼ばれ、

三重県、 和歌山県、 愛媛県、 大分県、

島根県などで養殖されています。 カラ

フルなヒオウギ、 じつは天然個体のほ

とんどが褐色です。 養殖では、 鮮やか

な色の親を選びその稚貝を殖
ふ

やし、 さ

らに選別を重ねることで、 カラフルな個

体を数多く出荷できるのです。

　一般に、 熱帯海域の浅海にすむ貝

は、 鮮やかな色を持つ傾向があります。

日本のヒオウギは、 房総から沖縄に分

布し、 水深 20 m 以浅の岩礁に生息し

ています。 ヒオウギは、 日本より南方域

にすむ M. crassicostata と同種だとする

説もあります。 とすると、 ヒオウギは鮮

やかな色を持つ南方系種の一員となり

ます。 ヒオウギの色は、 南方の色彩豊

かな浅海という環境での保護色だと考

える人もいるようです。 自然界の色の不

思議はつきません。

（本号 2 ページに関連記事）

ヒオウギ
Mimachlamys nobilis

 (Reeve, 1852)
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